
■技術提携
航空機製造メーカーとの技術提携

●ビーチクラフト社
●ボンバルディア社
●エアバス・ヘリコプターズ社
●ガルフストリーム・エアロスペース社
●シコルスキ・エアクラフト社

航空搭載機器メーカーとの技術提携
●ウッドワードHRT社
●
●

UTCエアロスペースシステムズ社
アストロノーティクスコーポレーションオブアメリカ社

●コルスマン社
●ハネウェル・インターナショナル社
●ブリーズ・イースタン社
●ゾディアックエアロスペース社
●ユニバーサル・アビオニクス・システムズ社
●ロックウェル・

●ベッカーアビオニクス社

●カナードアビエーション社

●エルタ社

コリンズ社

JAMCO's Pro�le
選ばれる企業をめざして

■会社概要
会社名 株式会社ジャムコ

所在地 東京都立川市高松町1丁目100番地

会社設立 昭和30年9月 1日　伊藤忠航空整備株式会社設立

昭和45年6月16日 新日本航空整備株式会社に商号変更
昭和63年6月29日　株式会社ジャムコに商号変更

資本金 5,359,893,480円（平成28年4月現在）

主な株主

ANAホールディングス株式会社

伊藤忠商事株式会社

昭和飛行機工業株式会社

従業員 3,279名（連結）1,308名（単体）（平成28年4月現在）

主要取引銀行 みずほ銀行

三菱東京UFJ銀行

りそな銀行
三井住友銀行

三菱UFJ信託銀行

主要取引先 防衛省
海上保安庁
都道府県警察航空隊
都道府県消防防災航空隊
独立行政法人航空大学校
独立行政法人宇宙航空研究開発機構
独立行政法人電子航法研究所

ボーイング社
エアバス社
海外エアライン各社
全日本空輸株式会社
日本航空株式会社
三菱重工業株式会社
川崎重工業株式会社
富士重工業株式会社
株式会社島津製作所
株式会社IHI
住友重機械工業株式会社
株式会社東芝
日本電気株式会社
伊藤忠商事株式会社
伊藤忠アビエーション株式会社
日本エアロスペース株式会社
エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン株式会社
三菱商事株式会社
丸紅エアロスペース株式会社
三井物産エアロスペース株式会社
双日株式会社
航空機使用事業、新聞社、他各社

昭和40年に運輸省、昭和41年に米国連邦航空局で型式証明
取得した伊藤忠式飛行機N－62 Eaglet

（順不同）

（順不同）

JAMCOは1955年、伊藤忠航空整備株式会社として東京
三鷹に創立以来、航空機整備を事業の柱に、宮崎、羽田、成田、
仙台、帯広、中部と、国内の航空機産業の発展に並走してその
活動の拠点を広げてきました。その後、航空機内装品等の製
造事業を手掛け、ボーイング社をはじめとする機体メーカー、
そしてユーザーである世界中のエアラインにと、ここでも
JAMCO の技術力、品質、納期、カスタマーサポートなど、
トータルなパフォーマンスが認められ、海外へもその翼を広
げてきました。航空機という高い技術が求められる舞台で活
躍する技術者、有資格者は1,000名を超え、世界中のお客
様からのニーズにお応えできる体制を整えています。選ばれ
る企業へ。JAMCOはこれからも進化を続けます。

■社内機構
株主総会 

営業本部

監査部

秘書室

経営企画部

経理財務部

取締役会 監査役会 

代表取締役社長 

航空機器製造事業部 航空機内装品製造事業部

品質監査室 技術本部

品質管理室 生産技術革新室

サプライチェーンマネジメント推進室 プロダクトイノベーション室

業務計画部カスタマーサービスセンター

プログラムマネジメント室ハンブルグ支店

航空機シート製造事業部

［国土交通省］
1.航空工場整備士

機体構造     ………………6名
機体装備品 ……………12名
電気装備品 ………………2名
計器 ………………………3名
プロペラ …………………3名

2.航空整備士
一等航空整備士 飛行機  …92名
二等航空整備士 飛行機…104名
一等航空整備士 回転翼航空機 …32名
二等航空整備士 回転翼航空機 …36名
二等航空整備士 滑空機 …2名

二等航空運航整備士 …18名
一等航空運航整備士　 …2名

3.操縦士
事業用操縦士 …………7名
自家用操縦士 …………18名

計 …………………335名

［FAA］米連邦航空局
A&P ………………………1名

［ASNT］米国非破壊試験協会
NDTレベル

［EASA］
SAAB 2000 航空機 
B1&B2整備士

Ⅲ ……………1名

……………5名

（UT,XT）

[BINDT]英国非破壊試験協会
PCN Aeroレベル3 ………1名

（PT,MT,ET）

［総務省］
航空無線通信士 ………77名
第一級陸上無線技術士 …2名
第二級陸上無線技術士  …9名
第一級陸上特殊無線技士 …3名
第二級陸上特殊無線技士…41名
第三級陸上特殊無線技士 …1名
第二級海上特殊無線技士 …3名
第三級海上特殊無線技士 …8名

■技術要員・認定資格

1998年11月米ボーイング社より
社長賞受賞（ BOEING 1998
President's Award for Excellence）
通算3回受賞

■認証取得■国土交通省航空局認定事業場
装備品の製造及び完成後の検査の能力 航空機内装品・機器事業本部、

航空機内装品製造事業部

航空機内装品・機器事業本部、
航空機内装品製造事業部

航空機内装品・機器事業本部、
航空機内装品製造事業部

■外国航空局 認証組織
＜EASA（欧州航空安全庁）＞
設計、製造、修理及び改造の能力

航空機整備事業部修理及び改造の能力

＜CAAS（シンガポール民間航空庁）＞
製造、修理及び改造の能力

航空機の整備及び整備後の検査の能力
航空機の整備又は改造の能力
装備品の修理又は改造の能力

航空機整備事業部

航空特殊無線技士 ……270名
レーダー級海上特殊無線技士…31名

計 …………………445名

［経済産業省］
航空工場検査員 ……計130名

［特殊工程技量認定］
溶融溶接作業者 ……100名
浸透探傷検査員 ………56名
磁粉探傷検査員 ………38名
超音波探傷検査員 ……22名
X線探傷検査員 …………9名
渦流探傷検査員 ………16名

計 …………………241名

［ISO9001］品質システム審査員
審査員補 …………………3名

［ISO14001］環境マネジメントシステム審査員
審査員補 …………………1名

（平成28年4月現在）

人事総務部

品質保証部

情報システム部

Nadcap／ 非破壊検査（PT, RT, UT）、
溶接、熱処理、複合材、
レーザー加工 航空機内装品・機器事業本部、

航空機器製造事業部

航 空 機 内 装 品 ・ 機 器 事 業 本 部航 空 機 整 備 事 業 部

注）
PT：浸透探傷試験
MT：磁粉探傷試験
UT：超音波探傷試験
RT：放射線透過試験
ET：渦流探傷試験

JIS Q 9100 / JIS Q 9001 (ISO9001)
JIS Q 14001 (ISO14001)
JIS Q 27001 (ISO27001)
注）認証範囲については、当社ウェブサイト参照
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拡大図

立飛リアルエステート敷地内配置図
正門

車
輌
門

町

正門

立飛リアルエステート
敷地入り口
（車輌門）

【交通】
 京成成田駅中央口下車
 千葉交通バス「佐原粉名口車庫」行き
乗車約20分、「人丸」バス停下車
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拡大図




